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通番号 年月日 ＊ 開催イベント名／茶会名／場所 
 
vol.01  111008 art-link上野-谷中2011 一座建立「行の茶会」 谷中 カヤバ珈琲 2階座敷 
 
 -1   131029    文化財レスキュー いわきの宿にて montbell野点用茶器にて自服 
 -1   131030    文化財レスキュー 相馬の宿にて 野点用茶器にて自服 
 
vol.02  161009  重陽の節句 福島ビエンナーレ2016氣 「オニババドクロ茶会」二本松
vol.03  161112  「政治家の家」建替え作業中の開発好明へ一服差し上げる 
vol.04  170301  桃の節供「有機EL茶会」 (公財)山形県産業技術振興機構茶室 
vol.05  170707  七夕「雪山頭蓋骨ちゃわん茶会」 ─鴻池朋子との対談 東京藝術大学
vol.06  171028  重陽の芸術祭「オニババドクロ茶会」 二本松 霞ヶ城跡 洗心亭 
vol.07  171112- 数寄フェス2017同時開催 
    アートリンク上野-谷中主催「どくろ数寄茶会」 谷中 日展新会館 
 
3-2 180504  台灣-日本 茶交流茶会  台灣 高雄市立歷史博物館 
-3 180603  野点 /ウクライナ・キエフ   ユーロマイダンにて自服 
-3 180605  ウクライナ・チェルノブイリ原子力発電所にて茶を点てる 
-3 180607  ウクライナ・キエフにて／ヴィクトル・マルシチェンコの写真へ呈茶・自服 
-4 189812  野点 神戸震災メモリアルパークにて呈茶・自服 
-5 181013  野点 南相馬・高島さんちの蔵の前にて呈茶・自服 
 
vol.08  181014 「髑髏茶会」蜻蛉庵／南相馬 海神の芸術祭 福島ビエンナーレ2018 
vol.09  181110-17  art-link上野-谷中2018「どくろ茶会」谷中K’s Green Gallery (クマイ商店) 
vol.10  190122 東京藝術大学博士予備申請審査「どくろ茶会」東京藝術大学デザイン科 
vol.11  190525 「あづみの髑髏茶会」／柿崎順一「METAPHOR│比喩的な自然」 
vol.12  191210 博士審査展 「ドクロ茶室披き│どくろ茶会」東京藝術大学大学美術館 
  
                                               



















図1 床掛のポスター：For the Love of God  Damian Hurst              
『神の愛のために』ダミアン・ハースト作 33×24cm 作者サイン入り            











カル・モチーフの額入りポスター For the Love of God を掛けた（図1）。 
   
英語の「スカル」は、漢字で「髑髏」読みは「どくろ」「しゃれこうべ」である。
床掛けにしたダミアン・ハーストの作品 For the Love of God について、本作品のメイ
キングを記した本の中で、美術キュレーターRudi Fuchs は、寄稿したテキスト
「Victory Over Decay」（腐敗の上の勝利）に以下の記述（抜粋）をしている。 
 




















                                               






































                                               
＊ 赤瀬川原平（1937 年 3 月 27 日─2014 年 10 月 26 日）日本の前衛美術家、随筆家、作家。
本名 赤瀬川克彦。純文学作家としては尾辻克彦というペンネームがある。筆者は 1995 年








































































                                               
＊ 「カヤバ珈琲」（台東区谷中6-1-29） 
＊ 「お茶！LIVE」参照URL： http://artlink.jp.org/2011/event_tea-live.html 
・真の茶会 2011年10月9日 谷中・津田邸内 待庵写「寿庵」亭主：津田宗美 
・行の茶会 2011年10月8日 谷中・カヤバ珈琲２階座敷 亭主：木下史青 









・2011年  アートリンク上野-谷中2011 テーマは『お茶！LIVE』 
「行の茶会」 震災後の沈んだ気分をアート茶会で元気に。 
 
・2017年  アートリンク上野-谷中2017 テーマ『茶ヌーボー』 
上野文化の杜 TOKYO数寄フェス関連企画 
 「どくろ数寄茶会」 福島への思いをどくろ茶会で感じる。 
 
・2018年 アートリンク上野-谷中2018  テーマ『福島─谷中』 
 「どくろ茶会 福島─谷中」 トークイベント＋展示＋茶会 


























図 2 髑髏茶碗 銘 ホトバシル 丸岡和吾作（2013 年）撮影：岩根 愛 

















                                               






黒陶 髑髏茶入と髑髏茶碗を使用（撮影：岩根 愛） 
図4 オニババドクロ茶会2016にて           




第Ⅰ章 どくろ茶会と心の復興 孤独と創造 













１．福島県内被災文化財等救援事業・文化財レスキュー  2013年10月 
２．どくろ茶会 福島─谷中 
二本松「オニババドクロ茶会」（重陽の節句 福島ビエンナーレ2016 氣） 2016年10月 
３．ウクライナ・キエフ、チェルノブイリ原発にて野点・自服   2018年6月 





































                                               
＊ 〔報告〕福島県文化財レスキュー事業で一時保管場所となった旧相馬女子高校の保存環境に
ついて 参照URL：https://www.tobunken.go.jp/~ccr/pdf/55/5508.pdf 







































































































































 2013 年の「文化財レスキュー」参加後の 2017 年 2 月 19 日に、筆者は「福島・文
化・文化財～被災地のミュージアムと文化財のこれから～ 現地視察ツアー」（主催：

























（1）福島ビエンナーレ 2014 喜多方 サン・シスター 2014 年 8 月 
 
 初めて髑髏茶碗を使って不特定多数の客を招いた茶会は、福島県二本松市で開催さ
れた「福島ビエンナーレ 2016 重陽の芸術祭」において、男女共生センター 女と男の
未来館 ＊ で行った「オニババドクロ茶会」（2016 年 10 月 9 日開催）である。 
 ここではまず、2016 年「オニババドクロ茶会」を説明する前に、2014 年に行われ





 筆者の福島ビエンナーレ＊への参加は 2014 年が初めてだったが、その会場となった
のは喜多方市であり、喜多方は福島県の３つの地方「浜通り・中通り・会津」のう
ち、会津から 20 ㎞ほど、福島からは 100 ㎞ほど離れている。この２つの地点は、山
地・高地を越えて往復する位置関係にあり、福島ビエンナーレは夏頃から準備を始め
て秋の開催なので、その間は車で往復が可能だが、冬は深雪に阻まれて、一日で行き
                                               
＊ 男女共生センター 女と男の未来館 参照 URL：http://www.f-miraikan.or.jp/ 











・2016 年 二本松 （オニババドクロ茶会／男女共生センター） 






















                                               
＊ ヤノベケンジ 1965 年 大阪府茨木市生 日本の現代美術作家 京都造形芸術大学教授 同
大学内のウルトラファクトリーのディレクターを務める。2012 年より福島ビエンナーレに
参加を続けている。 作家 HP：http://www.yanobe.com/ 
＊ カラーキネティクス・ジャパン株式会社 
  参照 URL： http://www.colorkinetics.co.jp/case/cat89/sunsister.php 











図 12 筆者・ヤノベケンジ・渡邊晃一 喜多方の石蔵にてビエン
ナーレに先行してサン・シスターを設置・照明調整された。  
2014 年 8 月 21 日撮影 
























図 13 ヤノベケンジを正客に迎えての回の様子 
福島ビエンナーレ「オニババドクロ茶会」にて 












図 15 「重陽の節句 オニババ
ドクロ茶会」チラシ 
図 14 「オニババドクロ茶会」茶会風景俯瞰 
















                                               

































（3）福島ビエンナーレ 2017 二本松 オニババドクロ茶会 2017 年 10 月 
 
 2016 年の二本松・福島ビエンナーレに続き、翌 2017 年にはビエンナーレとは違う
位置づけだが、同様の規模で「重陽の芸術祭 2017」が二本松で開催された。この時
期の二本松城址は「日本一の菊祭り」で知られる会期中と重なって、元々人々が集う
                                               
＊ 第 5 回 市民科学者国際会議 ～東京電力福島第一原子力発電所事故の放射線被ばくによる健
康影響を科学的に究明し、防護と対策を実現するために～ 
展 示：【Between Arts and Science / 科学と芸術の狭間】 
日 時：2015 年 9 月 20 日（日）13:00 ~ 
場 所：代々木オリンピックセンター国際会議場 URL：http://csrp.jp/csrp2015/day1 
 























お迎えするのである。2016 年の 1 度目の時は、福島大の学生 3 名の茶の湯初心者に助





図 20 二本松霞ヶ城天心亭  


























                                               
＊ 安土桃山時代から江戸時代前期にかけての大名、茶人である小堀遠州を祖とする茶道の流
派。遠州流茶道 公式 HP：http://www.enshuryu.com 
＊ 茶道の流派のうち、表千家・裏千家・武者小路千家を総じていう呼び名。 






















     遠州流茶道 時青庵 木下宗史/ 東京国立博物館デザイン室長 
 











 遠州流家元主鑑お好 時かさね 小山園 
 主茶碗：銘 ホトバシル(髑髏茶碗) 丸岡和吾作 牟田陽日絵付 





  ～二本松・大菊一輪～  渡邊晃一作 
 蓋 置 ：髑髏ぐい呑 丸岡和吾作 
 棚飾り：金髑髏ぐい呑 丸岡和吾作 牟田陽日絵付、髑髏煙管 丸岡和吾作 
 茶 杓 ：歌銘 「黒塚」にちなんだ短歌が添えられる 















































































































図 22 灰原千晶 「空っぽの巌」（「境界を跨ぐと、」2017 年 
































空っぽの巌（いわお）  2017年  ターポリン、垂木 
 神田明神 100×90×90 / 靖國神社 140×140×100 / 乃木神 220×135×170 cm  







 華跡か せき ～ 二本松・大菊一輪 ～ 
渡邊晃一 作 福島大学教授  福島大学 芸術による地域創造研究所 所長 
重陽の芸術祭 総合ディレクター 






























                                               
＊






































                                               
＊
 株式会社ゲンロン 批評家 東浩紀によって 2010 年に創業された会社。批評誌『ゲンロン』
の刊行、イベントスペース「ゲンロンカフェ」の運営、チェルノブイリ原発へのツアー企画




























図 27 ユーロマイダンにて野 










「新石棺」2018 年 6 月 5 日 
 図 28 チェルノブイリ原子力発電所内
の食堂にて自服 2018 年 6 月 5 日  
図 30 キエフの宿 Alfavito Hotel Kyiv にて、キエフで
求めた、写真家 ヴィクトル・マルシチェンコの写真を
飾り、備前髑髏茶碗で茶を点て自服       





2018 年 6 月 3 日 野点 ウクライナ・キエフ ユーロマイダンにて（図 26、27） 
2018 年 6 月 4 日 ウクライナ・チェルノブイリ原子力発電所の食堂にて自服（図 29）
2018 年 6 月 8 日 ウクライナ・キエフにて、呈茶を行う（図 30）＊ 








                                               
＊ VIKTOR MARUSHCHENKO ヴィクトル・マルシチェンコ（写真家 事故後２週間以内にチェ
ルノブイリに行き、現場を撮影した）からのコメント 
ЭТУ ФОТОГРАФИЮ, СДЕЛАННУЮ В 1982-М ГОДУ В Г. ЖДАНОВЕ (СЕГОДНЯ МАРИУПОЛЬ) У 
МЕНЯ КУПИЛ РАБОТНИК ТОКИЙСКОГО НАЦИОНАЛЬНОГО МУЗЕЯ. 
ЦИФРОВОЙ ПРИНТ, ОДИН ИЗ ПЯТИ. 
ТЕПЕРЬ О ЖДАНОВЕ/МАРИУПОЛЕ БУДУТ ЗНАТЬ В ЯПОНИИ. 
(С) В.МАРУЩЕНКО 
邦訳：この写真は 1982 年に ŽDANOVE (今日の MARIUPOL)で撮影されました。デジタルプリ
ントによる複製を東京国立博物館のデザイナーが買って行きました。 
ТЕПЕРЬ О ЖДАНОВЕ/МАРИУПОЛЕ БУДУТ ЗНАТЬ В ЯПОНИИ. 
図 31 キエフ国立戦争博物館 National Museum of 












が、総発電電力量の約 60％を供給 ＊ しているのだという。 
 





図 32 福島第二原発視察 ※撮影禁止につきスケッチとメモ 2018 年 6 月 22 日 
 



























図 34 南相馬会場説明会 於：南相馬市市民情報交流センター 
※総合ディレクター 渡邊晃一より一般市民と関係者へ説明。

























り、筆者は 26 日の前日 25 日に、JR 福島駅に隣接する子育て支援施設「こむこむ館」
前に 8 月 3 日に設置されたばかりの「サン・チャイルド」を実見した。この時点では
まだこの彫刻の撤去は「市民的」議論の只中であった（図 35）。（8 月 28 日福島市長
が撤去を明言したことにより、NHK がニュースで報道、社会問題化した） 
図 35 福島駅に隣接する「こむこむ館」の軒下に設置













2018 年 10 月 12 日～13 日～10 月 14 日 
 髑髏茶会の茶席を開くまで 
 
10 月 12 日、東京から車で約 5 時間走り福島いわきへ到着、翌日いわきから有料道
路に乗り、広野で降りたところで「Ｊヴィレッジ」見えたので立ち寄る。震災以来、
入れなかったが、2018 年 7 月 28 日から再開した場所である。東京 2020 オリンピッ
ク・パラリンピックに向けて、なんらかの復興拠点としてのアピールポイントとして
利用されるに相応しく、周辺から浮き上がるようにここだけ綺麗に整備されている。 





災前は原子力発電を含むエネルギー事情の PR 施設だったが、2018 年 7 月 28 日より




                                               
＊ 東京電力廃炉資料館 
参照 URL：http://www.tepco.co.jp/press/release/2018/1502024_8707.html 
＊ 大正 12 年福島県原町に開館した映画常設館「旭座」のことで、1952 年「朝日座」と改名さ
れ、戦前・戦後を通じて大衆娯楽の殿堂として賑わったが、1991 年惜しまれつつ閉館し
















■髑髏茶会 平成三十年十月十四日   於 南相馬 蜻蛉庵 
 
   正客  ヤノベケンジ様  現代美術作家 
   次客  柿崎順一 様   現代美術家 フラワーアーティスト 
   三客  大場美和 様   KENJI YANOBE Archive Project 
   四客  斎藤岩男 様   美術監督 
   五客  志賀由紀夫 様   海神の芸術祭実行委員 
   六客  堀 有伸 様   精神科医 ほりメンタルクリニック 院長 
   詰   寺田 亮 様   埴谷島尾記念文学資料館 学芸員 
 
亭主 木下史青（東京国立博物館／遠州流茶道師範 木下宗史） 
半東 瀬下智美（海神の芸術祭実行委員長／表千家 蜻蛉庵 庵主） 
  
図 36 亭主 木下と正客ヤノベケンジ
と南相馬についてのことなど茶席の会
話風景 
図 37 髑髏茶会 後列左より 寺田亮、
志賀由紀夫、斎藤岩男・堀有伸    
前列左より 瀬下智美・木下史青・ヤノ
ベケンジ・柿崎順一       






























●９月 ４日 福島県福島市 
●10 月 13 日 福島県南相馬市 



































































替えられた 2 代目の「政治家の家」は展示が継続中である。筆者とは SNS 上で知り合
いになったアーティストだが、比較的初期の頃からどくろ茶会（vol.03  161112  「政治
家の家」建替え作業中の開発好明へ一服差し上げる）で直接の関わりが始まったものだ。 
その後も谷中での筆者のトークイベントと展覧会（vol.09 181110-17 art-link 上野-谷













                                               







図 38 二代目「政治家の家」アートバスから確認 
2018 年 10 月 13 日 
































 2011 年 11 月の〈vol.01  111008 art-link 上野-谷中 2011 一座建立 谷中カヤバ珈
琲茶室〉を第１回とし、自服の野点などのどくろ茶会をカウントせずに数えると、
2019 年 5 月 25 日に信州安曇野の地で行った「どくろ茶会」が、通算 10 回目の「どく
ろ茶会」〈vol.10 190525 信州花フェスタ 2019「あづみの髑髏茶会」 安曇野〉とな
る。＊ 





                                               








 長野県在住のフラワーアーティスト 柿崎順一とは、2018 年に南相馬で行われた福
島ビエンナーレ・海神の芸術祭「髑髏茶会」へ次客として参加され（正客はヤノベケ













図 40 信州花フェスタ 2019   
「あづみの髑髏茶会」 安曇野        




第Ⅱ章 三木成夫の考える骨 ─髑髏茶碗─ 負の象徴構造について 
 
 
1. 東京藝術大における三木成夫の「生物」講義 ─負の象徴構造 
 
 筆者の手元に人の頭蓋骨
ず が い こ つ
のかたちをした茶碗 銘「ホトバシル」(丸岡和吾 作 牟田























三木の「骨」についての考え方を示す記述 10 がある。 






（1925 年 12 月 24 日生─1987 年 8 月 13 日没） 














● ● ● ● ● ●
として眺めることになろう。11 (傍
点筆者) 




























                                               
＊ 本稿の図版番号は筆者による。（ ）内の番号は三木による出典・引用文献内の表記。 
図 43 （図 9）脊柱の形成 ─横断図と側面図  


























































































                                               






































の姿がまさに「食」を体現する相、そして図 47 の成体の姿は「性」の相の姿である。 
 




図 46 ヤツメウナギ幼生 この角度からは、皮下
に埋もれた目を見ることができない。  































































《 頭蓋骨の構成要素 》 
 
  「項目」・「部位」 「器官・機能」 「意味・機能分類」 
➀ 外骨格・皮質要素 ／ 脳 （動物器官）＝神経管･言語系/背   “性”を司る 
② 内骨格・脊柱   ／口腔（植物器官）＝消化管･感覚系/腹   “食”を司る 
③ 内骨格・鰓弓組織 ／口腔（  〃  ）＝   〃       “食”を司る 
 



























































































2018 年、筆者「好み」の髑髏茶碗を作った。それまでは薄茶 ＊ を供していた「どく
ろ茶会」だが、いずれ本格的な濃茶 ＊ のため、より格上の茶碗を求めたのである。 
                                               
＊ 薄茶：濃茶に対し、抹茶を多めの湯で点てたもの。 
＊ 濃茶：とろりと練り上げた抹茶。茶の湯で「お茶」という場合、正式には濃茶を指す。薄



















                                               













































                                               




















































































































































図 50 灰被天目  南宋～元時代・13～14 世紀  陶質      






















































































































































                                               
＊ 特別展「正倉院宝物」（1981年10月31日 － 11月25日）。昭和天皇の満80歳記念に、初公開
18点を含む154点の正倉院御物が22年ぶり4回目の正倉院宝物展として東京で開催された。 





























図 51 『モナ・リザ』展図録 表紙
1979 東京国立博物館 































































図 53 血清学的位置による世界民族の分類(田中任) 



































































































































































 『骨白卓』    2017 年 
2016 年 二本松・男女共生センターではテーブル（渡邊晃一の作品 図 17、18）と
イスを用いた立礼式で行い、翌年 2017 年 二本松・洗心亭茶室では、６畳広間座敷で
座って行うなど、予め用意された空間の中で、道具を持ち込んで茶会を開いてきた。 
そして 2017 年 東京・谷中の日展新会館「どくろ数寄茶会」の会場は、ビルの会議室
のような空間であることから、オフィス空間のイス・テーブルで茶の湯を楽しめるよ
うな、木下宗史 ＊ 好み ＊ のデザインによる「立礼卓」を作ろうと考えた。 
 
 






















































の技術を生かし約 300 年」(HP より)とある通り、畳の歴史的知識と実績が豊富であり、ま
た茶室を含むインテリア施工も手掛けることから、立礼卓制作の検討段階から相談依頼し
た。 

























                                               
＊ 小堀宗慶：遠州流茶道12世 大正12年（1923）－平成23年（2011） 
＊ 小堀宗実：遠州流茶道13世 昭和31年（1956）－ 
図 56 茶道宗徧流指導による立礼卓（『BRUTUS』 No.466   
茶の湯特集 p.31 2001 年より転載 撮影：桐島ローランド） 




































                                               
＊ 玄々斎：茶道裏千家 11 代の玄々斎精中（1810 - 1877） 























完成した「骨白卓」は 2017 年「どくろ数寄茶会」、2018 年「どくろ茶会 福島─谷
中」などの茶会で使用している。（図 60） 








図 59 骨白卓（デザイン：木下史青 / 制作：クマイ商店） 会場：日展新会館  


































図 62 どくろ茶会 2018 会場デザイン 会場：クマイ商店 K”ｓGreenGallery 
図 63 筆者による点法 卓上の髑髏茶碗か
ら、客の好みに応じて茶を点てた。 
図 64 どくろ茶会での使用風景  




2. 髑髏茶碗 銘『太郎』    2018 年  
 
 思い返すと、特注の髑髏茶碗について、丸岡和吾と最初に打ち合わせたのは 2018
年 10 月 8 日のことである。展覧会「髑髏盆栽」＊ の時に求めた、髑髏が描かれた竹
花入の納品日のことであり、東京国立博物館で丸岡と会った。（図 67） 
 筆者は 5 月の髑髏盆栽展の後、6 月にチェルノブイリ原子力発電所へのツアーや、
その 2 週後に福島第二原発へのツアーへ参加して、竹花入を受け取る日が延び、よう










 形は実物の頭蓋骨を髑髏作家に参考とするため、筆者所有の人間の頭蓋骨 ＊ に茶碗
の口縁部に印（図 69）を付け、8 月 5 日付で丸岡に送った。その後は髑髏作家の制作
ペースに任せた。 
  































                                               
＊ 東京藝術大学美術教育科（美術解剖学Ⅱ）指導の下、人体測定用触角計にて測定。最大頭
幅は左右の側頭点間の距離、最大頭長は眉間点と後頭点の距離である。 
図 65 人 頭蓋骨の計測  
最大頭幅:143 ㎜  最大頭長:185 ㎜ 
図 66 髑髏茶碗 銘「太郎」 





図 68 丸岡との初回打合せ       
東京国立博物館にて    
2018 年 7 月 31 日 
 
図 69 切型の指図描く 
2018 年 8 月 5 日  






























◆髑髏茶碗の主な制作手順  土：信楽の土を使用、釉薬：楽焼用透明釉 
 ① おおまかな形どりをし、裏面の細工をはじめる。 
 ② 眼球のある孔をあける 
 ③ 鼻の孔をあける 
 ④ 歯と裏側細部を造形し、乾かす 
 ⑤ 全体のライン(フォルム)を整える 
 ⑥ 口縁部をカットし、整形する 
 
 






(1) 髑髏茶碗整形段階 (2) 正面観 (3) 見本にならい細部まで造作 
(4) 使用粘土ベラ・掻きベラ等  (5) 制作用机・右足元に電気窯 (6) 小型電気窯 DUA-01 プティ 
 
(7) 2018 年 10 月 6 日 釉薬かけ (8) 窯に入れて、これから一晩焼成 
(9) 素焼き後に頬骨部ヒビの箇所 (10) 乾燥時にヒビが生じやすい 
 
 10 月 6 日の午前中に釉薬がけを行い、茶碗を窯に入れて、夜に窯のスイッチを入れる。 
 翌：朝 7 日まで、850 度設定で 6 時間程度焼成後、自然に冷ます。 
 






3．どくろ茶会の茶花 ─コラボレーションの可能性 2019 年 5 月 
 






ノベケンジ）、来年 2019 年 5 月に信州安曇野で自ら企画中の「あづみの髑髏茶
会」を開いてくれないか、というオファーがあった。 
 





























さて本イベントは、第 36 回全国都市緑化信州フェア 信州花フェスタ 2019 ＊ とい
う、かなり広範囲の地域・会場内で、開催期間内には様々な催しが行われている。あ
わせて行われる現代アートの企画展 柿崎順一「METAPHOR | 比喩的な自然」（会




日 時：2019 年 5 月 25 日（土）10:30～12:30 
    ※当日先着限定 30 名様 
場 所：あづみの髑髏庵（社会科教室棟茶室） 
茶 花：柿崎順一（フラワーアーチスト 髑髏茶会正客） 
亭 主：木下史青（東京国立博物館 上席研究員） 
半 東：佐藤武彦 
                                               
＊ アレキサンダー・マックイーン ALEXANDER MCQUEEN 
1969 年 － 2010 年 20 世紀から 21 世紀初頭期にかけて活動した、イギリスのファッショ
ンデザイナー。 












テーマにした、《Azumino Skull Tea Room | あづみの髑髏庵》において、木下史青
（東京国立博物館）所蔵の髑髏茶器など、10 数点を常時展示される。 
 
5 月 25 日(土)に 1 日限りの現代アート茶会「あづみの髑髏茶会」を開催することに
なり、筆者は具体的な茶会プランの検討をすすめた。（図 73） 
 
図 72 柿崎順一《Homage to Alexander McQueen》
2014 年 写真：柿崎順一  
 






 撮影：村越勝(図 75,76,77) 
 
図 77 柿崎順一の「茶花」 
図 74 一席目 正客は柿崎順一 図 78 二席目：手前の長兄に隠れて髑
髏茶碗を恐れてしり込みをする次男 






図 80 茶会終了後、道具の展示は 2019 年 6 月 2 日まで行われた  
2019 年 5 月 25 日 
図79 あづみの髑髏庵にて茶を点てる筆者 

















































































                                               
＊ 博士審査展の概要 
展覧会名称：東京藝術大学美術研究科博士審査展 博士審査展2019 
DOCTORAL PROGRAM FINAL EXHIBITION 2019 
会  場： 東京藝術大学大学美術館ほか上野キャンパス 
会  期： 2019.12.9 MON. - 12.18 WED. 10:00 - 17:00（入場は16:30まで） 
OPEN EVERY DAY 10:00 -17:00 LAST ADMISSION 16:30 
入場料：  無料 ADMISSION FREE 
住  所： 東京都台東区上野公園12-8 UENO PARK 12-8.TAITO-KU TOKYO 
主  催： 東京藝術大学 
ORGANIZED BY TOKYO UNIVERSITY OF THE ARTS GRADUATE SCHOOL OF  
FINE ARTS 












をともなう「どくろ茶会」を開催する要望書を、2019 年 8 月 30 日の論文要旨提出時





図 87 髑髏茶碗 銘 太郎 図 85 立礼卓「骨白卓」 
図 83 どくろ茶会の開催イメージ   
画像は 2016 年福島ビエンナーレ(二本松) 
における「オニババドクロ茶会」の様子 
図 84 過去に開催の「どくろ茶会」映像  
 画像は 2018 年 谷中クマイ商店における
「どくろ茶会福島─谷中」の展示 




この 8 月末の時点では、後述する「ドクロ茶室」は登場していない。9 月以降 10 月ま
では上記のイメージ画像のような「どくろ茶会」を美術館で開催することで、東京と
福島との関係を示すことで、この国の現状を表現しようと考えていた。 
 また図 87 で示すような、花 1 輪を会場に飾るため、東京国立博物館の「館内へ生
花を持ち込む際の処置について（案）（平成 19 年 2 月 9 日）」を添えて、東京藝術大
学大学美術館で検討いただくため、大学教務課へ提出している。＊ 
 
                                               































































                                               
＊ 国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2019」（2019 年 8 月 1 日～10 月 14 日［75 日間］）の
企画展「表現の不自由展・その後」に抗議が殺到、わずか 3 日間で展示が中止となった。 
図 89 上：美術館内に福島第一原子力発電所のある「浜通り」から福島県内の地図を床面
にレイヤーとして表し、ドクロの茶室を設置する最初のイメージ案         













図 91 2019 年 11 月 25 日  庭石「からっぽの巌」を配置 







図 94 最終的に使用したロゴのデザイン 
図 92 どくろシンボル・グラフィック案：2018 年の「どくろ茶会」で作成した  
シンボルメークをガラスに貼る案。『茶の本』を著した東京美術学校初代校長 岡
倉天心像が見える位置に「骨白卓」を置く。最終的に縮小して使用。(下図) 










図 95 庭石数検討スケッチ、最終的に 3 個→2 個に決定    
作家の灰原千晶に展覧会への貸与を依頼する。 庭石と
「ドクロ茶室」、「立礼卓」との関係にて動線を検討 

























図 97 照明イメージ図（天井伏図；器具位置と照射方向を示す） 





・ITL ＊ φ100調光調色ズームスポット   8台 どくろ茶室用 
・ITL φ80調光・調色カッタースポット（狭角） 8台 どくろ茶室用 
・ITL  12×12調光･調色スポット＋青色フィルター青 8台 
・ITL φ55紫3500KSNズームスポット   10台 

















                                               




図98 照明器具とフィルター                   
左：ITL 12×12調光･調色スポット＋カラーフィルターΦ99.6㎜（青）       
フィルター型番・LEE Filters 721 BERRY BLUE               
右：ITL φ80調光・調色カッタースポット（狭角） 



























4月 4日 東京藝大美術解剖学Ⅱにて触覚計による頭骨寸法の測定方法を教わる 
5月11日 ３D造形制作会社（ケンシアート）＊ にて初回相談打合せ 
３D造形のためにＸ線CTによる3次元データが必要なことを確認 
触覚計によりヒト頭骨を採寸。最大頭幅＝143㎜、最大頭長＝185㎜ 
8月 7日  東博所有のX線CTスキャナーによりヒト頭骨の実測3Dデータ取得 
8月30日 本博士論文および展示概要（茶会開催概要を含）を藝大教務係へ提出 
9月10日  「東京国立博物館の館内へ生花等を持ち込む際の処置について」書類を 
教務係（藝大美術館）へ提出 
9月13日  美術館内での一切の飲食・生花持込は厳禁の連絡を受領 ＊ 
10月 3日 15:00～【大学美術館下見会】 
10月 3日 16:10頃～【第2回学生説明会】 
エントランスホールは木下のみ使用が決まる 
                                               
＊ 有限会社ケンシアート 3D-Labo & Gallery Kenshi Art INC. http://www.3d-labo.com/ 
 






















                                               
＊ YXLON CT PRECISION 小型～中型部品検査に最適：工業用高分解能を特徴とするコーン 
ビームCT（コンピュータ断層検査）装置。微細部品から中程度のサイズの部品検査におい 
て並外れた精度を発揮する。 


























図 103  塗装前のタタミ台と門形の確認（於：クマイ商店）




・頭蓋骨３Dデータの加工と分割  （図104-108 CG提供：ケンシアート提供） 
 
10月29日 ３D造形初回見積もりと３Dレンダリングを取得 
    展示案検討：プランA（ドクロ茶室有）、プランB（ドクロ茶室無） 
11月1日 ３D造形制作打合せ。「発泡スチロールの切削」制作の仕様にて発注決定 






                                               
＊ 株式会社クマイ商店：P.80 注を参照 
図 104 初回打合せ時：CG に点法イメージを描
きこんで検討 2019 年 11 月 1 日 
 
図 105 タタミ屋打合せ・ドクロ構造
指示図  2019 年 11 月 6 日 
図 106 ドクロと門形とのとりあいを
CG で検討 2019 年 11 月 6 日 















































図 109 ３D データから発泡スチロールブロックを切削用ドリルで部材を削り出す 





12 月 3 日 ドクロ、タタミ台を東京藝術大学大学美術館へ搬入・組立設置 
 
  

























図 116 寄付（サブ動線）側から見たどくろ茶会の室礼風景  撮影：鷹野 晃 







図 117 展示室の出入り口側方向からどくろ茶会の正面を見る  撮影：鷹野 晃 






図 119 ドクロ茶室を正面から見る  撮影：鷹野 晃 









寄付  煙草盆見立て 髑髏煙管 丸岡和吾作 
 
濃茶席  ドクロ茶室 ─祈りの茶房 木下史青好 
   スカル 発泡スチロール 制作：ケンシアート 
   頭骨採寸 
（YXLON 微小部観察用 X 線 CT スキャナー 協力：東京国立博物館） 
   炉畳、結界門型 制作：クマイ商店 
















水指   無銘 
茶入   黒陶髑髏 丸岡和吾作 ＊ 





主茶碗 銘 太郎 丸岡和吾作  
茶杓  竹茶杓 銘 髑髏茶杓 長谷高史作 令和元年十二月九日  
   歌銘：平兼盛 黒塚 ＊ に因む詠歌 
    みちのくの 安達ケ原の黒塚に 鬼こもれりと 聞くはまことか  





薄茶席 立礼卓 骨白卓 制作：クマイ商店 
ポット 電気ケトル BALMUDA The Pot K02A 
 
菓子  ヌーベル和三盆 ガイコツ 香川県高松市丸亀町商店街 企画 
 
庭  空っぽの巌 The Empty Rock 灰原千晶作 
   神田明神(100×90×90cm)、靖國神社(140×140×100cm) 
                                               
＊ p.128 図127 仏師 村上 清 作 ドクロ茶室に飾られた散華 参照 
＊ p.10 図３黒陶 髑髏茶入 丸岡和吾作( 2012年) 参照 






右上 撮影：鷹野 晃 
  
図 121 煙草盆見立「髑髏煙管」 
図 123 茶入「黒陶 髑髏茶入」    
博士論文発表茶会前日、茶入に茶を入れて
いるところ。 2019 年 12 月 9 日   
 
図 122 蓋置見立て「角髑髏酒器」   










図 125 竹茶杓 銘 髑髏茶杓  歌銘：平兼盛 黒塚 に因む詠歌     














 本稿 93 頁に、茶の湯における茶花について、以下のように記した。 
 
亭主が客に茶を差し上げることよりも、亭主のもてなし










た「散華」 ＊ を飾ろうと考えた。 




図 126 干菓子：ヌーベル和三盆 ガイコツ   
ドクロの形のパッケージ内に、白と黒 1 組のガ
イコツ形の和三盆干菓子が計 18 個（９包）入っ





◆ドクロ茶室に散華 ＊ を飾る 




図 128 ドクロ茶室に飾られた散華 仏師 村上 清 作  
左：台上に飾られた散華 右：拝見に出された散華 
図 127 ＜ドクロ茶室内 点前座 道具置き合わせ＞       
奥上に散華 右開口部に、茶入から脱がせた仕覆を置く。
タタミ上の道具：左奥 炉中に釜 右 水指       











     記 
時  令和元年十二月十日 十三時（寄付 十二時四十五分） 
  於  東京藝術大学大学美術館  
  
 御正客 藤崎圭一郎 様 （東京藝術大学デザイン科教授・本論研究主査） 
 御連客 清水泰博 様 （東京藝術大学デザイン科教授・本論研究副査） 
     橋下和幸 様 （東京藝術大学デザイン科教授・本論研究副査） 
  御詰客 鞍田 崇 様 （明治大学理工学部准教授・本論研究副査） 
 






                                               
＊ 半東：亭主を補佐して茶事を手伝う役まわりの人。 






図130 2019年12月10日 略式茶会形式で開催した「博士論文発表」の様子 撮影：鷹野 晃 
図131 上：予定していなかった茶会が認められ、正客・連客宛に封書を送る。




































                                               
＊ 茶室披き：新しい茶室を披露目するための茶事・茶会を行うこと。 
図134 客の席入り後、亭主（筆者）は「お茶を差し上げます」と挨拶して道具














                                               
＊ 関連茶会：本稿PP.29-32「行の茶会」参照 
図136 黒陶髑髏茶入から仕覆を脱がせ、ドクロの開口部へ置く。  
撮影：鷹野 晃 
 


















図 138              
注いだ湯で茶碗を温める。 
図139             
茶入から４名様分の茶を茶杓です
くって茶碗へ入れ、茶杓の先を茶
碗で打つ。           














図140 濃茶を飲みまわす手順                      
① 髑髏茶碗 銘「太郎」で練った濃茶を、ドクロ茶室より外の空間
に座る正客へ差し出し、出袱紗を添える。                   
② 正客は出袱紗に茶碗を受けて、1名分の濃茶を飲む。         
③ 飲み口を懐紙で清めて次客へ渡す。                 
④ 続けて次客、三客、詰客と飲みまわして、詰客が亭主に戻す  
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 最後に、筆者がある冊子 ＊ に寄せた、三木成夫の言葉を引用した、本研究にかかわ


























                                               
＊
 「3.11 を心に刻んで」岩波書店のウェブ連載。2011 年 5 月以降、毎月 11 日に更新され
る、さまざまな立場の筆者が綴る。筆者は 2019 年 10 月 11 日に掲載された。 
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図 118 ドクロ右側面の開口部方向より見る 撮影：鷹野 晃 123 
図 119 ドクロ茶室を正面から見る  撮影：鷹野 晃 124 
図 120 美術館エントランスホール全体を美術館 2 階より見る 撮影：鷹野 晃 124 
図 121 煙草盆見立「髑髏煙管」 126 
図 122 蓋置見立て「角髑髏酒器」 上図：柄杓を置いたところ 下図：釜の蓋を置いた
状態 126 
図 123 茶入「黒陶 髑髏茶入」 博士論文発表茶会前日、茶入に茶を入れているとこ




図 125 竹茶杓 銘 髑髏茶杓  歌銘：平兼盛 黒塚 に因む詠歌           
みちのくの 安達ケ原の黒塚に 鬼こもれりと 聞くはまことか 127 
図 126 干菓子：ヌーベル和三盆 ガイコツ ドクロの形のパッケージ内に、白と黒 1 組
のガイコツ形の和三盆干菓子が計 18 個（９包）入っている。  「どくろ茶会」では
定番の菓子。  撮影：鷹野 晃 128 
図 127 ＜ドクロ茶室内 点前座 道具置き合わせ＞  奥上に散華 右開口部に、茶入
から脱がせた仕覆を置く。タタミ上の道具：左奥 炉中に釜 右 水指 左前 柄杓 
右前 茶入・茶杓、茶筅 129 
図 128 ドクロ茶室に飾られた散華 仏師 村上 清 作 左：台上に飾られた散華 右：拝
見に出された散華 129 
図 129 2019 年 12 月 10 日論文発表審査会会場レイアウト 130 
図 130 2019 年 12 月 10 日 略式茶会形式で開催した「博士論文発表」の様子     
撮影：鷹野 晃 131 
図 131 上：予定していなかった茶会が認められ、正客・連客宛に封書を送る。下：略式
茶会形式の論文発表 を開く旨、急ぎ書した茶信。（鞍田様 宛） 131 
図 133 美術館メインエントランス側から見た「どくろ茶会」会場 手前のさざれ石は東
京 神田明神の「さざれ石」を写したもの 撮影；鷹野 晃 132 
図 132 正客 次客へ寄付にて菓子を配る 撮影:鷹野 晃 132 
図 134 客の席入り後、亭主（筆者）は「お茶を差し上げます」と挨拶して道具を持ち、
結界（門型）をくぐって茶室内の点前座へ進む。 撮影：鷹野 晃 133 
図 135 持ち込んだ道具の位置をあらため、「どうぞお楽に」の挨拶し、点前をはじめ




図 136 黒陶髑髏茶入から仕覆を脱がせ、ドクロの開口部へ置く。撮影：鷹野 晃 134 
図 137 大浦食堂にて湯を沸かし、ドクロ茶室へ持ち込まれたポットから茶碗へ湯を注
ぐ。 135 
図 138 注いだ湯で茶碗を温める。 135 
図 139 茶入から４名様分の茶を茶杓ですくって茶碗へ入れ、茶杓の先を茶碗で打つ。 
図 137-139 撮影：鷹野 晃 135 
図 140 濃茶を飲みまわす手順 ① 髑髏茶碗 銘「太郎」で練った濃茶を、ドクロ茶室よ
り外の空間に座る正客へ差し出し、出袱紗を添える。 ② 正客は出袱紗に茶碗
を受けて、1 名分の濃茶を飲む。 ③ 飲み口を懐紙で清めて次客へ渡す。 続け
て次客、三客、詰客と飲みまわして、詰客が亭主に戻す  茶銘は、遠州流家元
主鑑 浅井宗兆お好「時かさね」(小山園詰)  撮影：鷹野 晃 136 
図 141 濃茶を 4 名様でまわし飲み。最後は詰客が飲み干す撮影：鷹野 晃 137 
図 142 詰客が亭主へ茶碗を返す  撮影：鷹野 晃 137 
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